
伝えよう科学の楽しさを

15周年記念の集い
  2025年8月11日

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
只今紹介いただきました石川です。
それでは私の方から、理科実験グループの活動の現況と表して、約10分の時間をいただきましたので、過去からの数字で振り返りながら現況をご説明させて頂きます。よろしくお願い致します。





“想いの共有”の場としよう

これまでを振り返り、
これからを見つめ直して
更なる発展に繋げよう

2022年 12周年記念の集いから

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
今申し上げましたように、これまでの15年間は、後ほど、先輩の方々からのお話もあるかと思いますが、振り返りとともに、現在の状況を見つめ直し、更なる発展に繋げるように想いの共有の場になれば良いと思います。
　これは12周年の際のスライドです。
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グループリーダー

理科実験のイベント開催件数推移

キックオフ

コロナ感染

15年間の累積
イベント回数 1,768回
開催教室数 3,389回
参加児童数 82,499人
DF参加講師数14,069人

（2025年6月末現在）

通算1800回に到達寸前
189回/Ý

（暦年ベース）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まず最初に、理科実験のイベント開催件数の推移ですが、
2010年～徐々に増えていき、途中コロナの時期には当然のことながら急激に減りましたが、その後持ち直し、現在今年の6月末で1768回を数え、多分今年末には1800回に到達するのではと予測されます。

　また教室数、参加生徒数、講師数も累積でこのような数字であります。
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イベント回数と参加児童数推移

イベント回数 延べ参加人数

（）

参加児童数

イベント回数

コロナ以降、
イベント回数は
その以前に戻ったが
参加児童数は戻っていない

（暦年ベース）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そこで、もう一つのグラフで、毎年のイベント回数と参加生徒数のトレンドを見ますと、コロナ前後でイベント数は、確実に戻ってきており、昨年は１８９回と、コロナ前を越した回数ですが、参加生徒数は、そこまで増加しておりません。

この理由は後ほどご説明させて頂くとしまして、
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2015年 23 22 38 0 15 14 6 118

2019年 51 9 66 0 16 27 0 169

2024年 37 10 76 45 9 6 6 189
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イベント形態の変遷
授業、常設館、催し物の減少、地域教室の増加が顕著

（地域教室：区、市等の地域の教育委員会等が企画）

授業

授業（遠隔地）

学校課外

地域教室常設館

催し物

その他

学校課外

（暦年ベース）

催し物
常設館

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に、そのイベントの種類といいますか、年代の違いをココに示しますように年を比較してみました。

　これを見ますと、明らかなように、いわゆる授業、そして遠隔地ももちろんですが、更に、常設館や催しもの（つまりどこどこフェスティバルというようなものですね）、がコロナ後には減少してきております。
　ただ逆に、九とか知とかの単位での教育委員会等のアレンジによる地域教室が急激に増えていることがわかると思います。
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（暦年ベース）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これをもう少し、イベント、教室の回数当たりの生徒数や講師数でみてみますと、確かに確実に減少していることがわかります。

つまり、30数人の授業やフェスティバルのように多人数での催しが若干減少し、20人前後の学童クラブ的な学校課外や地域教室が出ている原因かと思われます。

ただ、そうはいっても、講師一人当たりの生徒数で見てみると、
決して減少はせず、その質についてはなんとも申し上げられませんが、
数としては、15年間概ね変わっていないといえると思います。





参加児童数が戻っていない要因
（コロナ禍以降）

要因はいくつか考えられるが、
・“授業”の減少
・“常設館、催し物”の減少
・高学年の参加が減少
・参加講師数を考慮し、各々のイベントへの児童数を
一部絞っている（同日開催のイベントの際） 等

また、外部の教育環境にも影響されている
常設館：例えば、科学技術館、三菱みなとみらい館等 催し物：例えば、エコキッズ、フェスティバル等

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
で、これまで全体としての参加児童数の伸びが少ない理由は、申してきましたが、このようなことが言えるかと思われます。
　またこれらは、外部の教育環境にも影響されているかと思うところであります。
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テーマの製作



.

回
数

（
回

） １墨流し ２表札 ３芳香剤 ４電池 ５船

墨流し、表札は 児童数10千人を超える

テーマ別 累積回数

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
このテーマが、これまでにイベントで行われたテーマの累積回数ですが、
墨流しが500回を超え、そのあとに表札、芳香剤、電池、船と続き、
墨流しや表札は児童数で見ると　既に10千人を超えるところまで来ています。




７０未満 ７0～８０未満 ８０以上

70才未満

７０未満 ７0～８０未満 ８０以上

70～80才未満

７０未満 ７0～８０未満 ８０以上

理科実験グループ会員 年齢別構成
2009年8月

（Ý-150参加メンバー）
2022年4月

（12周年参加メンバー）
2025年8月

（15周年参加メンバー）

70才未満

70～80才未満 70～80才未満

70才未満
80才以上 80才以上

平均年齢 67.5才 76.1才 75.7才

会員の高齢化が進むとともに、若年層の増加も徐々に進んでいる

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そこでその講師の話ですが、これは当然といえば当然ですが、
2009年には平均年齢67．5才でしたが、高齢化が進み、それでも最近は少しずつ若手の入会がありまして、今のところ平均年齢は概ねステイしていると
言えるかと思います。
　この場ではこの話はこの程度にとどめておきますが、また懇親会の席で、いろいろな意見があるかと思います。




１）化学コミュニケーション賞 2017年3月10日

日本化学連合（日本化学会、日本薬学会、日本化学工業協会）

各種受賞の実績

２）第1回 科学教育の普及・啓発助成団体表彰 2023年3月22日

活動奨励賞
東京応化科学技術振興財団

３）科学教育の普及・啓発助成 2014年～2025年

助成金

毎年

東京応化科学技術振興財団

４)プログラミング教育材料の開発貢献 感謝状 2025年3月7日

日鉄ソリューションズ株式会社

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最後に、これまでの活動の中で、外部から表彰を受けた実績ですが、
このようなものがあります。
　東京応化からはこのところ毎年助成金を頂いてもおりまして、有難いことであります。









子ども達の
真剣な眼差し と 笑顔を求めて
理科実験グループの更なる発展を。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
以上簡単ではございますが、これまでの譲許を振り返らせて頂きました。
子ども達の理科実験への真剣な真刺しと　その感動の喜びの笑顔を
求めて、更に張ってしていきたいと思います。
　ご清聴ありがとうございました。
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